


 

序文 

 

 森林総合研究所は平成 17 年度に設立 100 周年を迎えました。平成 13 年度に

独立法人化され、昨年 4 月には独立行政法人林木育種センターを統合するなど、

新たな変革の時期にさしかかっております。 

 

 独立行政法人とは公共の利益のために必要ではあるが、国が直接手掛けなく

ても済む事業を担う組織とされております。森林は日本の国土の 67％を占めて

いるわけですから、まさに緑の社会的共通資本であり、森林林業・木材産業を

研究対象とする森林総合研究所は大きな公共的使命を背負っております。 

そのなかで、平成 18 年からは新たな中期計画を策定し、開発研究の一層の重

点化を目指しています。わが国の技術立国としての発展に貢献することを目標

とし、基礎研究の分野についても明確に設定いたしましたが、特に林業および

木材産業における課題の解決と、新たな展開に向けた開発研究を重視しており

ます。地球温暖化への対策、森林環境と木材利用による快適な生活環境の創出、

社会情勢の変化に対応した新たな林業と木材利用のありかた、といった 3 分野

の研究を取り上げ、川上から川下まで一貫した検討により、問題解決に向けた

研究活動を進めております。 

 

また、様々な社会の要請に応える研究開発の方向性と目標をより明確にする

ため、2050 年を見据えた長期計画として「ロードマップ」というものを作成し

ました。これは、化石エネルギー資源の涸渇、地球温暖化など、深刻な問題を

抱えている 21 世紀の社会において、私どもが考える“2050 年の日本の森”の

あるべき姿を描いたものです。 

森林は国土の保全や水資源のかん養など、国民の安全・安心な暮らしに不可

欠な多面的な機能を持っています。たとえば、二酸化炭素の吸収・固定による

森の地球温暖化防止機能もそのひとつです。今回作成したロードマップでは、

研究・技術開発を大きく４つの分野に分けましたが、その一つが「資源の循環

利用」です。「木材製品への代替による環境負荷の大幅な低減」、「木材の循環利

用を中核とした安全で快適な住環境の創成」を 2050 年のゴールとして示し、新

材料の開発、補修・保全技術の開発、耐震性能や耐久性能の強化、リサイクル・

リユースの技術開発、などのハード面の研究に加え、居住環境の向上、環境負

荷評価などの研究にも取り組み、最終的に木材製品の総合的な性能を高めるこ

とを目標とするものです。 



 

また、政府においても、豊かさを実感できる社会の実現に向けて、長期戦略

「イノベーション 25」をキーワードに、イノベーション立国に向けて高い目標

設定に挑戦しています。その必要条件として、一見不可能とも思える高い目標、

困難に立ち向かいそれを現実のものとしようとするチャレンジ精神、そして高

い志を持った人の存在を挙げています。 

 イノベーションとは、新たな価値が生まれて社会が豊かになっていく、創造

的破壊です。21 世紀の社会ではさまざまな問題が山積しています。とりわけ地

球温暖化防止は、人間のみならずすべての生き物に大きな影響を及ぼす最も重

要な課題と言えるでしょう。地球温暖化防止については省エネルギー・新エネ

ルギーの開発、二酸化炭素の貯留、植物による二酸化炭素吸収の増大などさま

ざまな方策がありますが、このプロジェクトでは、省エネルギーが主な課題の

一つになっています。 

これらの多くの問題解決の達成に向け重点的に取り組み、ブレークスルーと

なる要素技術を見いだすための一つのステップとして、今回の設計コンペが位

置づけられています。 

 

様々な問題の解決のためにも、森林や木材資源が担う役割は今後さらに大き

くなっていくことでしょう。そして、森林・林業・木材産業に関わる研究を通

じて、豊かで多様な森林の恵みを活かした循環型社会の形成に努め、人類の持

続可能な発展に寄与すること。それが、森林総合研究所の使命です。 

 

 

 

 

独立行政法人 森林総合研究所 前理事 石塚和裕 

（平成２１年３月２３日 授賞式の挨拶より） 
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1． 趣旨 

 独立行政法人森林総合研究所では、地球環境問題、森林の多面的機能および木材利用に

対する国民の関心が高まる中、重点分野の一つとして、木材による安全・安心・快適な生

活環境の創出に向けた研究を推進してきました。今回これらの研究成果を総合化すべく、

安全・快適・高耐久・省エネをキーワードとした「近未来の木造住宅」設計コンペを実施

しました。 

 この設計コンペでは特に、国産材の需要拡大に大きく貢献し、耐震性に優れた建物を比

較的容易に建設することが可能な厚物構造用合板を、主要な構造部に用いた建物とするこ

とにしました。木材という自然素材の持つ安らぎが意識できるデザインで、自然エネルギ

ーが利用可能な住宅のアイデアを募集しました。 

コンペの最優秀作品は、森林総合研究所構内に実際に建てられ、「近未来の木造住宅」と

しての性能を検証すべく、関係の研究者がそれぞれの課題に取り組むとともに、外部との

共同研究を推進しながら、成果を社会に還元し、持続可能な循環型社会の形成の実現に貢

献できるよう努力していきたいと考えております。 

 

2． 表彰および賞金 

・ 最優秀賞   １点  10 万円 

・ 優秀賞    １点   5 万円 

・ 審査員特別賞 １点   5 万円 

・ 佳作     数点   なし 

 

3． スケジュール 

2008 年 11 月上旬 コンペ募集要領公示 

12 月 8 日 公開説明会 

12 月 11 日 質疑事項受付締切 

12 月 18 日 質疑事項回答公開 

12 月 22 日 登録締切 

2009 年 2 月 4 日 作品提出締切 

2 月下旬 １次審査 

3 月上旬 ２次審査 

3 月中旬 入賞作品公表 

3 月下旬 授賞式(受賞作品プレゼンテーション) 

2009 年 4 月下旬～ 実施設計 

コンペの概要 
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4． 応 募 

・ 提出作品 

① A1 用紙縦使い 1 枚とし、パネル化しないこと。 

② 作品タイトル、設計コンセプト、建物概要、図面（縮尺 1/100 の配置図、各階平

面図・立面図・断面図）、パースなど、を入れること。 

 

5． 審 査 

■ 審査委員会 

審査委員長 三井所清典 （芝浦工業大学名誉教授、（株）アルセッド建築研究所） 

審査委員  澤地 孝男 （（独）建築研究所） 

      袴田 喜夫 （袴田喜夫建築設計室（有）） 

      平野 陽子 （（株）ドット・コーポレーション） 

      林  知行 （（独）森林総合研究所） 

■ 審査方法 

２段階審査とします。 

・１次審査 2009 年 2 月下旬 

審査は匿名にて行います。審査員により優秀な作品 10 点程度に絞ります。 

・２次審査 2009 年 3 月上旬 

１次審査通過作品について、非匿名の審査を行います。２次審査の対象となる

作品についてプレゼンテーションをしていただく場合があります。 
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設計条件 

１．構造種別：木造（平屋建てを除く）。RC 造等との混構造としないこと。 

２．使用材料：主要な耐力壁には、厚さ 24mm の構造用合板（ネダノンスタッドレス 5+）

を使用すること。また主要な床構面の面材には、厚さ 28mm の構造用合板（ネダノン）

あるいは厚さ 30mm のパーティクルボード等を使用すること。 

また木質材料の選定にあたっては「参考資料１～３」を参照し、国産材を使うよう努

めること。 

３．敷地条件： 

■想定する敷地の条件 

敷地面積：210㎡ 

用途地域等／第１種低層住居専用地域，都市計画区域内，市街化区域 

建ぺい率･容積率／建ぺい率／40%，容積率／80% 

■前面道路との関係 

北側で幅員約 6ｍの道路に接する。 

（支持地盤および敷地詳細は「建設予定地」の項を参照） 

４．建物規模：延べ床面積 120m2程度 

５．家族構成：夫婦およびこども２人。 

６． 駐車場：敷地内に２台分の駐車場を設けること。ただし建物内に車庫は設けないこと。 

７．建築工事費：4,000 万円以下で建設できる見通しがあること（基礎工事、設備、外構等

工事を含む総工事費とし、実施設計料は含まない）。ただし寄付や無償提供は含めない

ものとする。 

８．建築地の気候条件：冬期に晴天の日が多く、夏期に高温多湿で日射量の多い太平洋側

の IV 地域（省エネルギー基準による地域区分）とする。 

９．耐震性能：壁量は建築基準法に規定されている所要壁量の 2 倍以上とすること。 

10．断熱・気密性能：下記 11.の省エネルギー性能をめざした断熱・気密性能とすること。

機械換気に加えて、自然換気の活用にも努めること。 

11．省エネルギー性能：「自立循環型住宅への設計ガイドライン」などに記されている要素

技術を採用、または「参考資料４」に示した技術等を活用することで、3 kw 程度の太

陽光発電パネルを装備した場合に、エネルギー収支がプラスになる創エネルギー住宅

となる事をめざすこと。ただし、「自立循環型住宅への設計ガイドライン」に記された

要素技術以外であっても、省エネが達成できる技術であれば採用してよい。 

12．耐久性：日本住宅性能表示基準における「劣化の軽減」において、等級３以上である

こと。 

設計条件 
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参考資料 

１．構造用材料の例 

 

２．外装材、内装材の例（関連法規上可能な範囲での使用とする） 

 

３．森林総合研究所が研究・開発に関与した木質材料・技術等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．省エネルギー性に配慮した技術一覧 

軸材料：製材、集成材、LVL など 

面材料：厚物構造用合板、厚物パーティクルボード、スギ３層ボードなど 

外装材：木製窓枠、窓枠周り、玄関ドア、ウッドデッキ、遮光用あるいは目隠し用の木製ルーバー、
木製フェンス など 

内装材：木製建具、木製サッシ、木製手すり など 

●自然エネルギー利用 

太陽エネルギー 

 ・太陽熱利用給湯システム ・太陽熱利用蓄熱冷暖空調システム  

 ・太陽熱室内蓄熱壁/床 ・太陽光発電 ・ソーラー照明灯 など 

風力エネルギー 

・風力発電システム 

地熱エネルギー 

・地熱利用システム 

バイオマスエネルギー 

・ペレットストーブ など 

●高効率設備機器の利用 

 ・高効率エコキュート ・温水ヒーター床下暖房 ・高効率エアコン ・LED 照明設備 など 

●その他 

 ・植栽や外構による通風や日射の制御 ・屋上や壁面の緑化 ・雨水の有効利用 など 

NO 商品名 連絡先 ホームページ

1 ハイブリッド・ビーム 中国木材（株） http://www.chugokumokuzai.co.jp/

2 伊藤組木材株式会社 http://www.itogumi-mokuzai.co.jp/index.html

3 スギ集成材 （特徴：L30、L40ラミナ使用） ウッドエナジー協同組合 http://www.woodenergy.or.jp/

4 単板積層材 JWOOD （株）ウッドワン http://www.woodone.co.jp/maintenance/main6.html

5 スギ乾燥材 (社)全国木材組合連合会 http://www.zenmoku.jp/index.php

6 木質接着成形軸材料 エコバリューウッド 積水化学工業(株) http://www.sekisui.co.jp/wood/index.html

7 ネダノン

8 ネダノンQF45（準耐火）

9 ネダノンスタッドレス5
+

（壁倍率５倍）

10
厚物パーティクルボード

（再構成木材）
グリーンベース30(GB30) 日本繊維板工業会 http://www.jfpma.jp/index.html

11 木質断熱複合パネル ダブルシールドパネル 三井ホーム(株) http://www.mitsuihome.co.jp/

12
内
装
材

準不燃内装材料 岩手準不燃スーパーパネル 合資会社ヤマゼン木材 http://www15.ocn.ne.jp/~yamazen/info.html

部材

http://www.ply-wood.net/

面
材
料

軸
材
料

厚物構造用合板 東京・東北合板工業組合

異樹種集成材
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三井所 清典 審査委員長 

（芝浦工業大学名誉教授、(株)アルセッド建築研究所代表取締役） 

今回のコンペには条件がついていた。森林総研の研究成果

を活かし、国産材の需要に貢献することとし、具体的には厚

物合板を活用して未来の住宅を造るという条件である。木材

は自然素材であることから快適な住まいとなるデザインにし

てほしいし、当然ながら自然エネルギーを活用するなどの条

件もあった。材料に制約があったものの住まい全体として総

合性のあるレベルの高い課題であった。 

応募者からは様々な観点からの提案があった。厚物構造用

合板については真壁の芯に用いる提案、合板張り耐力壁の足

元の引き抜きを考えながら構造を考える提案、耐力壁を中央に集中させる案、逆に外側に

配置する案、剛性の高い水平床構面を活用し耐力壁の１・２階の配置を変え、プランに自

由度をもたせる案などである。合板だけの構造の提案もあった。柱梁を用いない合板によ

る木構造案である。通風についても様々なアイデアがあった。室内空気の動きに関して、

風の南・北の吹き抜けやいくつかの窓の開閉を外部の風の向きや強さと室内で風の欲しい

場所を判断しながら採風する案など。自立循環型住宅のガイドラインに基づいて設計を行

い、生活時にどの程度のエネルギー消費の削減ができるか試算したものもあった。 

環境的なことに関して、室内外の環境制御に関する研究は最近大変進んでいる。ただ、

制御する壁や屋根の層の中がどうなっているかの研究はまだ十分でない。材料の耐久性の

観点から、層を重ねた中の環境がどうなるかは重要な研究であるが、これからである。ま

た、通り土間や水回りが緩衝的な空間として効果を発揮するケースとか、テラスの効果な

ども環境的評価が十分には進んでおらず、これからの研究が必要なところである。 

テーマの「近未来」の時期の設定に個人差があったようだが、実験の成果が早く応用さ

れることを念頭におき審査を行った。最優秀賞については実際に建設して実験的研究を進

めて結果を公表し、建物をデモンストレーションとして成果の普及に努めることを重視し

て評価した。 

神家氏の作品は材料的には合板を使いながら仕上げに自然素材の木を使い、「家の中で

有益なものは外からやってくる」という考えの下、自然の変化、四季を楽しむということ

で開口部を大きく取り、内外の状況に応じて生活を楽しむというもので、日本人の基本的

な欲求を満たすものである。窓を開けにくい都心では難しいかと思うが、日本の住まいの

原点を確認するうえで優れており、実験棟としても有意義であると判断した。さらに特徴

的なのは竹木舞の土塗り壁が使われていること。土塗り壁については環境学的な研究で

審査委員講評 
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近々明らかにすることが望まれているところである。水蒸気や結露、土と合板の組合せの

問題、合板と他の材料との組合せ、土と合板以外の材料との組合せなどを検討することを

配慮して最優秀とした。 

田中氏の作品は基本的にマイナスを言うところが無く、出来あがっている感じだった。

国産材利用とウッドマイルを提案しており、エネルギー的にも質の高い提案である。 

金子氏の作品は、気密性の配慮がよい。現代における北方型住宅の完成形ともいうべき

提案であった。 

いずれもレベルの高い案であったが、実験によって解決策を引き出すことが多いのはど

ちらかということで最終的な判断がなされたと思っている。 

近未来の住宅ということで様々な提案があったが、それらは、何らかの形で成果が公表

されていくことになろう。応募案のまじめさと質の良さで、審査員も誠実に審査できたと

思っている。皆さんにお礼を言いたい。 

 

澤地 孝男 審査委員  （（独）建築研究所） 

作成に関わった自立循環住宅のガイドラインは、実用的・実

効性の高い技術の省エネ効果をまとめたものだが、まだまだ

発展途上と考えている。森林総研の判断でコンペの条件にい

れてもらえたことは有難い。提出案の現物をよく見て、設計

法をどのように理解してもらっているのか見させてもらうこ

とができ有難かった。 

住宅の省エネ設計はわからないところがまだある。手堅く実

効性がわかったもののガイドラインと、直感的に効果がある

だろうと期待されるものの二つに大きく分けられる。後者に

関しては審査が難しい。実験も難しいため、今回の審査では前者を優先して評価を行った。 

神家氏は、省エネ率 87％と算出している。伝統的な土壁構法に現代的な耐久性・防露

性を考えた断熱工法を適用し、次世代基準の断熱性を実現している。燃料電池、廃熱利用、

昼光利用、人工照明などバランス良い案で、省エネの機能だけが際だつこと無く全体にう

まくとけ込んでいる。 

田中氏の作品は、パッシブ設計を活用している。日射通風について良く配慮されており、

実現性が高い案である。今後ともこのような住宅を多く供給していただきたい。 

金子氏の作品は 85％のエネルギー削減を様々な手法を組み合わせて実現している。非

常に現実的で実用性が高い。寒い地域で提供していってもらいたい。 

省エネ技術の実効性を高めていくことは難しい作業だが、設計者の方には直感と経験を 

含めて普及活動を進めていただきたい。 
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袴田 喜夫 審査委員  （袴田喜夫建築設計室（有）） 

大変バランスの良い作品が多く、審査に時間がかかった。内

容的に難しいコンペだったのではないか。近未来をどの辺に捉

えるのかに関して誤解をした方もいたようでびっくりするよ

うな提案もあったが、実施案とすることが前提だったためその

ような案は外し、バランスのいい案を選んだ。また、近未来の

生活スタイルを提案することも重要と考えた。クライアントが

いない設計は難しいが、個別の状況や地域性の背景としてのス

タンダードがあるはず。 

神家氏の作品については今後実施設計が行われるが、成果が

参加者を含めて多くの人に還元できるようご尽力いただきたい。 
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最優秀賞 
 神家 昭雄  （神家昭雄建築研究室） 

 「近未来の木造住宅」           p.11 

優秀賞 

 田中 康夫  （住友林業（株）） 

 「Sustainable Energy House 

   （サステナブルエナジーハウス）」      p.12 

審査員特別賞 
 金子 一弘  （金子建築工業（株）） 

 「Minerva House（ミネルバハウス）」       p.13 

審査員奨励賞 

 藤森 伝一  （藤森伝一建築設計事務所） 

 「四方に開く家」                          p.14 

 山崎 たいく （Ｒ４製作所） 

 「懐石の家」                              p.15 

佳 作 

（五十音順） 

 浅野 崇   （浅野崇建築設計室） 

 「室内気候の重心」                        p.16 

 石山 聡   （石山土木工業（株）） 

 「室礼の家」                              p.17 

 髙島 ゆかり （アトリエ結） 

 「見て、見ぬふりをしない家」              p.18 

 寺田 佳弘  （（株）日本システム設計） 

 「合板ドミノハウス」                      p.19 

 野村 昌史  （野村昌史建築研究所） 

 「アクティブ・パッシブハウス」            p.20 

 南 宗和   （(株)里仁舎） 

 「カザグルマハウス」                      p.21 

  

 

受賞作品紹介 
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最優秀賞 神家昭雄氏（神家昭雄建築研究室） 

「近未来の木造住宅」 

外壁に焼きスギ板を使用し、緑の中で映える外観とした。壁量は基準法で求められて

いる量の 2 倍以上を確保した。木材・石・土・和紙・漆喰等の自然素材を用い、安ら

ぎのある空間の創出、空気の汚染防止に努めている。自然エネルギーを積極的に取り

入れ、身体的な快適性を充たしている。土台や柱に 4 寸角のヒノキ、土台の下に御影

石の基礎パッキンを採用した。深い庇、広い土間の活用を図った。屋根に 4.5kw の太

陽光発電を設け、燃料電池によりさらに 1kw の発電を行い、断熱性能を確保してエネ

ルギー削減率を 90％にする。床には厚物の構造用合板を使用した。土壁の断熱性能、

蓄熱性能、調湿作用がこの住宅によって検証できるのではないか？ハイテクの設備と

職人の知恵と技術を活かしたハイブリッドな住宅を提案したい。 

 

優秀賞 田中康夫氏（住友林業(株)） 

「Sustainable Energy House（サステナブルエナジーハウス）」 

近未来を 10 年後と仮定した。コンセプトは①国産材の利用により長持ちする住まい

の構造、②風・太陽・緑を上手に活用したパッシブ設計、③太陽エネルギーで電気も

お湯も地産地消。外観は奇をてらわず飽きのこないデザイン。スギ板を格子状に張り

合わせた耐力面材を外壁に利用し、さらに厚物合板を使用。スギ辺材を床・ダイニン

グテーブルなどに使用し、木材資源の有効活用を図った。方位に合わせた開口計画に

よる日射の調節、さらに、夏には深い軒、落葉樹、欄間の活用、越屋根による排熱、

北側の常緑樹と土間による蓄冷を行う。冬には南面の大開口は Low-E 断熱クリアグラ

スで、インナーテラスへ蓄熱する。太陽光発電による電力は売電せずに蓄電し、自家

消費する。年間のエネルギー使用量を 50％削減、CO2排出量を 70％削減する。 

 

審査員特別賞 金子一弘氏（金子建築工業(株)） 

「Minerva House（ミネルバハウス）」 

主に考えたのは寒い地域での省エネルギー性能であり、現在まで実践的な実験を繰り

返してきている。それを踏まえたプランの提案となっている。蓄熱床の配置と空気の

流れ、気密断熱に神経を使った。太陽光を有効に取り込むために、庇の長さをつくば

地域に合うように計算により決定した。耐力壁は外周に配置、厚物合板を室内側に真

壁仕様として用いた。基礎断熱を採用し、基礎高を高く設定した。御影石を蓄熱床に

使用し、ヒノキのフローリングとした。木粉入り珪藻土、木質繊維断熱ボード（断熱

材）なども採用した。 

受賞作品 設計コンセプト 
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審査員奨励賞 藤森伝一氏 （藤森伝一建築設計事務所） 

「四方に開く家」          

 室内環境は、自然環境に穏やかに追随するような状態が理想である。夏季や冬季の外

部環境が厳しい時に、それを和らげ、春季や秋季には周囲の自然と一体となって開放的

に生活できる住まいを目指した。 

 かつての日本家屋の縁側や深い軒に見られるような自然環境の制御方法を参考にし

た。各地方に伝承的に伝わってきた木造の技術や知恵を現代の生活や研究成果に照らし

て見直し活用することが、次世代へより良い環境を引き継ぐことになる。 

 

審査員奨励賞 山崎たいく氏 （Ｒ４製作所） 

「懐石の家」                

 近未来の木造住宅として私たちが提案したいのは、社会の変化や工法、エネルギー源

などが変化しても対応できる持続可能な住む器づくり。そんな住宅のプロトタイプを目

標に本計画をまとめることにした。 

 この住宅は、センターコアに吹き抜けとなる階段室を持ち、越屋根付方形屋根、せが

い造りを採用した。 

 センターコアは、蓄熱体としても機能し、面する部屋の換気のドラフト効果を得るこ

とと同時に空調機能も持たせている。構造もプレカットが利用できるシンプルな架構を

目指した。そのシンプルな架構からプランに可変性、回遊性を持たせるなど、季節的ま

た、将来的に様々なバリエーションの居場所をつくることが可能となった。 

 

佳作 浅野崇氏 （浅野崇建築設計室） 

「室内気候の重心」           

 厚物合板の規格寸法から現される空間単位や、合板一般の木質の広い面を作り出せる

その質感。未来に向けて有用なこの素材の性格が活かされ、「室内気候の重心」を有す

ることをテーマとした住居を提案します。 

 「室内気候の重心」は、今日的な環境課題である自然エネルギー利用、そしてもう一

方、一人ひとりと家族とのこと、住居とまちや自然など、さまざまな関係を一体に捉え

ることによる、それら全ての結び目のような場所という観点からつくり出されてゆく。 

 室内外の主な壁は厚物合板をコアに三枚の合板による真壁構成によってつくり、断熱

性、調湿性などの機能、また部材交換の更新性、維持管理の容易さなどの目的を担う。

一方、合板がつくられる過程での規格サイズは、壁面、窓、入り口の大きさと位置を決

定する秩序と合理性をもつが、それを室内空間に積極的に現す。 

 また、基礎、躯体（室内）、屋根、住居のこの普遍的な三つの要素を明確に分節して

とらえ直し、室内環境と耐震性の向上に努める。 
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佳作 石山聡氏 （石山土木工業（株）） 

「室礼の家」                 

「室礼」という言葉で表せる様な、気候・環境の変化に対応して自ずから形を変えて

いくような住宅を提案する。 

現代の住宅は行き過ぎた個室主義が小割りの間取りを生み、昼光を浴びながらも昼間

利用されない空間を生んだり、その一方では風の通りを悪くし、結果、空調に頼るとい

う悪循環に陥ってる様に思う。そこで、まずは次世代に向けて自立循環型住宅の要素の

内、付加的な装置等ではなく建築として対応する「自然風・昼光・日射熱の利用」「断

熱外皮・日射遮断」の要素を最大限有効利用する事をめざす。 

具体的には、南面は全開口とし、夏の冷風・冬の日射を最大限採り入れるようにし、

北面は風の出口としての開口のみとする。風の通り道となる室内は個室主義を廃し、結

果として就寝時以外は家族と居るような大空間を持つ住宅とする。 

住宅とは個人の空間の集まりではなく、ひとつの空間を家族で共有する建築である。

そしてその共有空間は季節の移ろいの中で、一日の時刻の移ろいの中で、必要とされる

要求性能に合わせ、自ずと姿形を変えていくのである。 

 

佳作 髙島ゆかり氏 （アトリエ結） 

「見て、見ぬふりをしない家」    

日本の住まいの基本に立ちかえる。 

構造的に単純であること。日本の気候にあっていること。 

高齢になっても、介護が必要になっても、できるだけ家族と一緒に暮らせること。 

プライバシーはあるが、毎日の生活が家族にも、周囲にも垣間見れることは、 

多くの安心と安全を生み、何よりもお互いに、 

思いやりを持ちながら、高めあえる関係を築いていける。 

 

佳作 寺田佳弘氏 （（株）日本システム設計） 

「合板ドミノハウス」               

 長期にわたり安心して住み続けることができるスケルトン住宅の提案 

・ライフスタイルの変化に応じて空間の可変が可能な合板によるラーメン構造 

・建築的工夫により自然エネルギーを積極的にとりいれたほどよい快適さの実現 

 

佳作 野村昌史氏 （野村昌史建築研究所） 

「アクティブ・パッシブハウス」     

 敷地特有の条件である隣地緑地を考慮し、建物を東・南面に大きく開き、その他方位

は閉じる空間構成を採用した。 

 また、都市型環境ではなく、ゆとりのある敷地面積と周辺環境を考慮し、敷地全体に
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わたって自由に伸縮、展開するようなイメージで建物のボリュームと平面を決定してい

る。 

 

佳作 南宗和氏 （（株）里仁舎） 

「カザグルマハウス」              

断熱設計や開口部仕様など、自立循環型住宅への設計ガイドラインにそった計画とし、

そしてその上で通風、日射熱取得、遮光の検討や生活スタイルの提案に至るまで、さま

ざまな面から検討を行い、住宅性能の向上を図った。 

デザインもそれらをそのまま形にすることを心がけ、シンプルな形状にまとめている。 

本コンペティションは実施設計を前提をしたものであり、基本に忠実な提案をすること

が重要であるが、同時に試験的な試みを行える機会でもある。特に冬場における生活ゾ

ーンを、時間とともにカザグルマを螺旋状に上がっていく空間構成と、暖気の上昇を絡

めた提案が、循環型住宅の一つのプロトタイプになりうるのではないかと考えている。

ウィンドキャッチャーと耐震性を高める袖壁など、自立循環型住宅を追い求める過程で

生まれたカザグルマ形状の可能性を、今後深く考え、改善していきたい。 
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 標記設計コンペの審査に際しては、下記の要領で実施した。 

 

1．審査委員会（順不同・敬称略） 

審査委員長 三井所清典（アルセッド建築研究所代表取締役・芝浦工業大学名誉教授） 

審査委員  澤地 孝男（建築研究所） 

            平野 陽子（ドット・コーポレーション） 

            袴田 喜夫（袴田喜夫建築設計室） 

            林  知行（森林総合研究所） 

 

2．入 賞 

最優秀賞 1 点（副賞 10 万円） 

優秀賞  1 点（副賞 5 万円） 

審査員特別賞 1 点（副賞 5 万円） 

佳作 数点（副賞なし） 

 

3．審査委員会実施日程 

2008 年 10 月 17 日（金）第 1 回事前委員会 

（2008 年 12 月 08 日（月）公開説明会） 

（2008 年 12 月 22 日（月）登録締め切り） 

2009 年 01 月 16 日（金）第 2 回事前委員会 

（2009 年 02 月 04 日（水）作品提出締め切り） 

2009 年 02 月 13 日（金）～2 月 18 日（水）1 次審査 

 ただし、02 月 13 日（金） 

02 月 16 日（月） 

02 月 17 日（火） 

02 月 18 日（水） 

2009 年 03 月 02 日（月）2 次審査 

2009 年 03 月 13 日（月）3 次審査 

2009 年 03 月 23 日（月）授賞式 

 

4．審査の方法 

 本設計コンペの実施事務局を森林総合研究所内に置く（以下、森林総研事務局と呼ぶ）。

また森林総研事務局を補佐する目的からその一部を代行する事務局を建築研究開発コンソ

ーシアム内に置く（以下、コンソ事務局と呼ぶ）。 

 本設計コンペの審査は下記の方法によって行う。 

審査経過報告 

26



27 

・ 作品の提出先はコンソ事務局とする。 

・ 1 次審査および 2 次審査は匿名で実施する。その際、匿名性を担保するため、コンソ事

務局が、提出された作品ごとに関連のない ID 番号を振り、その番号をもって審査委員

は審査を実施する。ID番号と作品提出者との関係は、2 次審査が終了するまで、コンソ

事務局しか知り得ないよう、厳重に情報管理を行う。 

・ 1 次審査では、各審査委員は全ての作品を対象とし（審査分担は行わない）、上位 10

点を個別に選考する。選考に際しては、他の委員との情報・意見交換は行わないことと

する。 

・ 1 次審査では、各審査委員が選考した上位 10 点のうち、A評価 3 点、B評価 4 点、C評

価 3 点にそれぞれ区分する。このとき、A評価には 3ポイント、B評価には 2ポイント、

C評価には 1ポイントをそれぞれ加算し、全作品のポイントを集計する。 

・ 2 次審査時の資料とするため、1 次審査の際に原則として各評価の中でも順位をつけ、

それを A、B、C評価の順に並べることにより、結果として各委員ごとに 1位から 10位

までの順位付けをする（1～3位が A評価、4～7位が B評価、8～10位が C評価に該当）。 

・ 2 次審査では、1 次審査で各委員が選考した作品を対象として、委員会形式で討議して

絞り込みを行う。最終的に合意された作品 10 点程度を、2 次審査通過作品とする。 

・ 3 次審査は非匿名で行う。3 次審査対象作品のうち、審査委員会が必要と判断した作品

数点もしくはすべてにヒアリング審査を実施する。ヒアリングは非公開とし、作品ごと

に個別に実施する。ヒアリングの結果を踏まえ委員会形式で討議を行い、入賞作として、

最優秀賞 1 点、優秀賞 1 点、審査員特別賞 1 点、佳作数点を最終決定する。 

 

5．審査の経緯 

(a)．第 1 回事前委員会（2008 年 10 月 17 日） 

 審査委員会の体制について了承された。また、本設計コンペの実施（応募）要領につい

ても了承された。 

(b)．第 2 回事前委員会（2009 年 1 月 16 日） 

 本設計コンペの事前登録が 2008 年 12 月 22 日に締め切られ、登録者は 116件であること

が報告された。また審査実施要領が討議され、下記の要領で行うことが了承された。 

・ 上記「4．審査の方法」によって審査を行うことが了承された。 

・ 審査に際しては、原則として全ての作品を対象とし、森林総研事務局（コンソ事務局を

含む）による事前審査は行わないこととした。ただし森林総研事務局は、提出された作

品にコンペ募集要領等に合致しない事項や何らかの不備があった場合、その内容を審査

委員会に具申し、その作品の扱いについては審査委員会が判断することとした。 

 (c)．1 次審査（2009 年 2 月 13 日～18 日） 

・ 提出された作品は 58 点だった。 

・ 各審査委員は、その専門とする分野に則した評価項目を挙げ、全ての作品を対象に審査

を行った。 

・ 本設計コンペにおける最優秀賞受賞作品は、2009 年度から森林総合研究所内に建設され
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る予定であるため「現行法規で建設が可能な建物であること」との条件が付されている

が、現時点で建築主事確認を受けることが難しいのではないかと推測される作品であっ

ても 1 次審査の対象とすることとした。 

・ 1 次審査の結果、各審査委員が A～C評価のいずれかに挙げた作品は、重複したものを

除き 27 点だった。A評価（3ポイント）、B評価（2ポイント）、C評価（1ポイント）

として各審査委員の選考結果を集計したところ、最高点は 9ポイントだった。 

(d)．2 次審査（2009 年 3 月 2 日） 

・ 1 次審査で各委員が上位 10 点に選考した作品 27 点について、委員会形式で討議された。 

・ 入賞作品数については、最優秀賞 1 点、優秀賞 1 点、審査員特別賞 1 点は本コンペ募集

要領どおりとし、佳作のうち上位数点については、審査員奨励賞（仮称）を設定するこ

とになった。なお審査員奨励賞および佳作は、本コンペ募集要領どおり副賞はなしとし

た。 

・ 最終的に 11 点を、3 次審査対象（2 次審査通過）作品とすることになった。 

・ 討議の結果、3 次審査においてヒアリングが必要と判断される作品は 11 点中 5 点となっ

た。ヒアリングの順序は原則として ID 番号順とし、発表者の都合によっては順序の入

れ替え等の調整を行うことにした。 

 (e)．3 次審査（2009 年 3 月 13 日） 

・ 2 次審査を通過した作品 11 点のうち、審査委員会がヒアリングの対象とした 5 点につい

て、順次ヒアリングを実施した。1 点あたりの持ち時間は 30 分とし、うち 15 分で作品

に関するプレゼンテーションを、残り 15 分で質疑応答を行った。またヒアリングは非

公開とし、1 点ずつ行っては発表者（共同提案者を含む）を入れ替える形式とした。 

・ ヒアリング終了後、各賞について、委員会形式で討議された。 

・ 上位 3 賞の選考に際しては、「現行法規で建設が可能な建物」であることを条件とした。 

・ 2 次審査で設定された佳作の上位賞の名称は、審査員奨励賞とすることになった。 

・ 最終的に入賞作品は、最優秀賞 1 点、優秀賞 1 点、審査員特別賞 1 点、審査員奨励賞 2

点、佳作 6 点がそれぞれ選考された。該当者は下記のとおりである。 

 

最優秀賞 神家昭雄建築研究室 神家 昭雄  

優秀賞 住友林業（株）  田中 康夫  

審査員特別賞 金子建築工業（株） 金子 一弘  

審査員奨励賞 藤森伝一建築設計事務所 藤森 伝一  

審査員奨励賞 Ｒ４製作所  山崎 たいく  

佳 作 浅野崇建築設計事務所 浅野  崇  

佳 作 石山土木工業（株） 石山  聡  

佳 作 アトリエ結  髙島 ゆかり  

佳 作 （株）日本システム設計 寺田 佳弘  

佳 作 野村昌史建築研究所 野村 昌史  

佳 作 （株）里仁舎   南  宗和  
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 2009 年 3 月 23 日にコクヨホールにおいて入賞作品の授賞式を行った。 

各賞の賞状・記念品の授与の後審査員による講評を行い、引き続き受賞者による作品プレ

ゼンテーションを行った。 

 また、授賞式にあわせて今後の木造住宅のあり方に関する記念講演を行った。 

 

○授賞式概要 

日時： 2009年３月２３日（月） １３：００～１６：５０ 

場所： コクヨホール 品川駅 港南口 

開会挨拶 石塚和裕（森林総合研究所 研究担当理事） 

受賞作品の発表・授賞式 最優秀賞・優秀賞・審査員特別賞・審査員奨励賞・佳作 

審査講評 審査委員長：三井所清典（芝浦工業大学名誉教授・㈱アル

セッド建築研究所） 

審査委員：袴田喜夫（袴田喜夫建築設計室(有)） 

澤地孝男（(独)建築研究所） 

受賞者によるプレゼンテーション 各賞受賞者（最優秀賞・優秀賞・審査員特別賞） 

記念講演「木造住宅の構造安全性」 神谷文夫（森林総合研究所 研究コーディネータ） 

記念講演「伝統構法にみる木造建築長

寿命化の設計戦略」 

中島正夫（関東学院大学工学部 教授） 

森林総合研究所プロジェクト紹介 末吉修三（森林総合研究所 構造利用研究領域 室長） 

閉会挨拶 林 知行 （森林総合研究所 構造利用研究領域長） 

 

○授賞式・講演会の様子 

         

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場のコクヨホール 作品パネルの展示 

授賞式の様子 
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授賞式（最優秀賞 神家氏） 受賞作品のプレゼンテーション（最優秀賞 神家氏） 

受賞者全員での記念撮影 
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